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約４０日間の夏休みを経て、いよいよ２学期が始まりました。この夏は連日猛暑日が続き、生徒の体調

が心配されましたが、玄関や廊下でのさわやかな挨拶、一生懸命実力テストに臨む姿、級友と仲睦まじく

交流する様子などを見て安心しました。これから学期中の生活リズムを少しずつ取り戻し、今学期も授

業や部活動、学校行事などを通して、自分自身をさらに成長させてほしいと願っています。 

さて、保護者の皆様のご意見をお伺いしながら、学校・家庭・地域が一体となり教育活動を推進するた

めに、７月に「本校の教育活動に関するアンケート」を実施しました。おかげさまで、貴重なご意見を多

数いただくことができました。このスクールライフ特別号では、保護者の皆様にぜひお知らせしたい項

目を取り上げて記載させていただきました。今後、この結果をもとに、よりよい学校づくりにさらに努め

ていきたいと考えております。 

 

 

生徒と保護者の主な共通項目     Ｓ：生徒 Ｐ：保護者 

 

 質 問 項 目 Ｒ５生徒 Ｒ４生徒 Ｒ５保護者 Ｒ４保護者 

① Ｓ 自分で計画を立てて勉強している 

Ｐ わが子は、自分で計画を立てて勉強している 
73.9% 73.0% 53.6% 52.6% 

② Ｓ 学校へ行くのが楽しい 

Ｐ わが子は、楽しそうに学校へ通っている 
89.7% 80.9% 83.7% 81.3% 

③ Ｓ 生活習慣(食・睡眠等)に関心を持ち、自分の健康 

  に注意している 

Ｐ わが子は家庭できちんとした生活習慣が身に付い 

  ている 

89.1% 90.6% 68.0% 75.3% 

※数値はアンケート回答の「そう思う」「だいたいそう思う」の合計の割合（肯定的評価）で示してあります。 

②について 

肯定的な回答の割合は、生徒・保護者ともに昨年度同期の数値を上回りました。（生徒：＋8.8％、保

護者：＋2.4％）５月から新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類感染症となり、学校生活の中でも

マスクの着用や行動制限などが緩和されたことを受けて、授業や部活動、学校行事の場面においてより

意欲的な取組が見られています。また、そのことが学校生活に対する満足感や充実感につながっている

と考えられます。今後も生徒のよさや頑張りを褒め認めながら、一人一人を大切にした教育活動に学校

全体で努めていきたいと思います。 

③について 

肯定的な回答の割合は、生徒・保護者ともに昨年度同期の数値を下回りました。（生徒：－1.5％、保

護者：－7.3％）学校では集会や学級活動の中で、「３点固定」の大切さについて生徒にお話をしていま

す。起床時刻、家庭学習開始時刻、就寝時刻を固定し、生活を規則正しくすることは、自律心の育成や学

習習慣の構築につながります。他の項目では、約 95％の生徒が「朝食を毎日食べている」と回答してい

ますが、睡眠時間や週末の過ごし方など、ご家庭での様子について何か心配なことが見られる場合は、保

護者の方とご相談しながら、生徒の支援・対応を行っていきたいと考えております。 
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生 徒 の 主 な 項 目  

 

 質 問 項 目 Ｒ５生徒 Ｒ４生徒 

①  自分にはよいところがあると思う 79.5% 71.7% 

② 先生は、あなたのよいところを認めてくれている 92.1% 90.0% 

③ スマホやタブレットＰＣ等の使用について、ルールを守るように心がけている 91.6% 89.5% 

①②について  

①については、昨年度同期の数値を 7.8％上回りました。学年別にみると、１年生は 81.9％、２年生は

１年次から 11.4％上回り 78.2％、３年生は２年時から 9.3％上回り 77.9％となっています。また、②に

ついても、昨年度同期の数値を 2.1％上回りました。今年度は授業における共通実践の一つとして、「『指

導したこと』を褒める、『やろうとしている姿勢』を認める」ことを全職員で意識し取り組んでいます。

今後も生徒が褒められたり、努力を認められたりする経験を通して、自分に自信をつけたり、自己肯定感

を高めることができるよう、学校教育活動全体で生徒指導の充実を図りたいと思います。 

③について  

肯定的な回答の割合は 91.6％で、昨年度の数値を 2.1％上回りました。学年別では、１年生 94.8％、

２年生 93.9％、３年生 85.8％となっています。授業でタブレットＰＣを使用する場面が増え、使い方に

慣れてきた生徒も多いと思いますが、学校ではネット依存症やＳＮＳトラブルの問題について、集会や

学級で度々注意喚起を行っています。保護者アンケートでは、76.0％の方が「スマホなどの使用に関する

家庭内ルールがある」と回答していました。今後はさらに、「どのように使用しているか」についても、

時折、お子様とお話をする機会を設けていただけたらと思います。 
 
 
 

保 護 者 の 主 な 項 目  

 

 質 問 項 目 Ｒ５保護者 Ｒ４保護者 

①  学校は、保護者からの連絡や相談に適切に応じてくれる 94.1% 87.0% 

②  学校は、各種便りや学校ホームページ等で、学校や子どもたちの様子を 

保護者や地域へ分かりやすく伝えている 
96.6% 93.0% 

③  学校は、道徳の授業を中心に豊かな心や感性を育むよう指導している 93.5% 90.3% 

①について  

 肯定的な回答の割合は 94.1％で、昨年度の数値を 7.1％上回りました。また、他の項目では、96.6％の

保護者の方に「学校を信頼してわが子を預けている」とご回答いただきました。学校教育は、家庭や地域

との信頼関係で成り立っています。保護者や地域住民の方々の学校に対する期待を真摯に受け止めなが

ら、「地域に開かれ、信頼される学校」の実現に向けて、今後も努めていきたいと思います。学校やお子

様のことで何かご不明な点やお困りのことなどがありましたら、ご相談いただければと思います。 

③について  

 肯定的な回答の割合は 93.5％で、昨年度の数値を 3.2％上回りました。今年度は、石川県教育委員会

より「いしかわ道徳教育推進事業推進校」の指定を受けて道徳の研究に取り組んでおり、１０月には研究

発表会を予定しています。「考え、高め合い、表現しようとする生徒の育成」を研究主題とし、教師と生

徒、または生徒同士の「対話」を大切にしながら、一人一人が自己の生き方についての考えを深めること

ができるよう授業実践を積み重ねています。１１月上旬には、いしかわ教育ウィークに合わせて道徳の

授業公開を予定していますので、その際には、ぜひご来校いただければと思います。 



 


